
［成果情報名］ 冬期掛け流し灌漑を行う場合の水田の硝酸性窒素除去能の推定式 

［要約］ 水田において通年掛け流し灌漑によって硝酸性窒素除去を行う場合，脱窒活性の低い

冬期においては降下浸透による除去量が表面流去のそれを上回る。提案した推定式を用いれば，

降下浸透水の寄与を考慮したうえで、水田の硝酸性窒素除去能力を推定できる。 

［研究単位］ 静岡農試・海岸砂地分場 

［分類］ 学術 

 

［背景・ねらい］ 

台地に茶園を有する地域では，過去の多施肥によって茶園下の深層に集積した高濃度の硝酸

性窒素が河川へ流出することが問題となっている。こうした河川水の窒素除去には水田・休耕田の

脱窒機能を活用することが有効である。この地域では，河川水の硝酸性窒素濃度は年間を通して

一定であるのに対し，水田における窒素除去速度は低温期に低下するために，窒素除去に活用

する水田面積は冬期の除去能力に基づいて算出する必要がある。そこで冬期における休耕田に

対応した除去能の推定式を提案する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１. 通年掛け流し灌漑した休耕田の脱窒作用によって河川の硝酸性窒素の除去を図る場合，田

面水での除去能力は低温期に低下する（図１）。このため，冬期においては滞留時間が長い降下

浸透水中での窒素除去が重要となる（図１）。降下浸透水中での窒素除去能力は，みかけ上は

温度に依存せず，水温が 2℃～40℃の範囲で硝酸性窒素濃度はほぼ環境基準値以下となる

（図２）。 

２. 降下浸透水に関しては水温に関わらず充分な硝酸性窒素の除去が行われるとし，流入水のう

ち降下浸透水を差し引いた表面流去水中の硝酸性窒素が温度に依存して除去されるモデルを

作成した。すなわち，浸透を考慮した水収支に基づいて，降下浸透水が考慮されない既往の「水

田除去機能付き窒素流出モデル（式１、田渕ら(1996)）」を拡張すると式 2a が得られる。ここで A:

水田面積，Q:流入水量，x0 および x:それぞれ流入および流出水中の硝酸性窒素濃度，P:降下

浸透水量，T:水温である。除去係数 a は水温 T と関連付けた式３から求める。 

３. これらの式を用いると水温が 2～37℃の範囲で表面流去水の硝酸性窒素濃度を満足のいく精

度で予測できる（図３）。さらに式 2aを水田面積 Aについて解いた式 2bを用いれば水温，硝酸性

窒素濃度および水量が既知の河川水において，硝酸性窒素濃度を目標値まで低下させるため

に必要な水田面積を求めることができる。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１. 水田・休耕田を活用した水質浄化対策を立案する際に基礎資料として活用できる。 

２. 河川の硝酸性窒素流出量には大雨時の流出量は含まれない。 
３. 調査期間は 1997 年 6 月～2005 年 10 月，調査圃場は 50m2の掛け流し水田，土壌は表層グ

ライ灰色低地土に，1998 年 9 月以降、有機物を鋤きこまず裸地管理している。 

４. モデルの作出に用いた各パラメータの範囲は x0 (18～33mgN/L)，A (17～50m2)，Q (0.2～

10m3/d)，T (2.4～37℃)である。 
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図 2 表面流去水と降下浸透水の窒素除
去率の温度依存性 


